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米
国
海
軍
所
属
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
装
備
さ
れ
て
い
る

20
ｍｍ
高
発
射
速
度
機
関
砲
（
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス 

Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
）
の
砲
弾
（
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
）
と
我
が
国
是
た
る
非
核
三
原
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
左
の
項
目
に
対
し
、

政
府
の
統
一
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

一 

フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
（Vulcan P
halanx

）
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
に
つ
い
て 

1 

昭
和
五
十
六
年
五
月
七
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
確
認
し
て
い
る
と
お
り
、
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
は
巡
航
ミ

サ
イ
ル
又
は
低
高
度
航
空
機
に
よ
る
攻
撃
か
ら
水
上
艦
艇
を
防
護
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
射
撃
指

揮
装
置
も
砲
架
も
一
つ
の
構
造
物
内
に
結
合
さ
れ
て
い
る
。 

各
種
資
料
に
よ
れ
ば
、
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
と
は
以
下
の
よ
う
な
装
備
で
あ
る
が
間
違
い
な
い
か
。 

 

そ
の
構
造
物
は
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
な
り
、
上
部
レ
ド
ー
ム
は
精
密
捜
索
用
（
捕
捉
用
）
の
パ
ル
ス
・ 

 
 

 
 

 

米
国
海
軍
所
属
戦
艦
ニ
ュ
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ジ
ャ
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ジ
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本
寄
港
と
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す
る
質
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意
書 

 

三 

 



 

3 

フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
の
使
用
す
る
砲
弾
は
貫
徹
力
の
高
い
、
自
燃
性
と
低
放
射
能
を
持
つ
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

(

Ｕ
―
二
三
八
弾)

で
あ
り
、
弾
丸
が
銃
身
を
離
れ
る
際
、
施
転
力
を
増
す
た
め
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の
装
弾
筒
が
付

い
て
い
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
弾
頭
部
は
空
気
抵
抗
を
減
ず
る
た
め
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
風
防
で
覆
わ 

2 

フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
の
捕
捉
用
レ
ー
ダ
ー
が
飛
来
す
る
目
標
に
ロ
ッ
ク
オ
ン
す
る
と
、
直
ち
に
追
尾
が
開
始
さ

れ
、
20

ｍｍ
機
関
砲
は
追
尾
中
ず
つ
と
目
標
に
追
従
し
、
目
標
が
射
程
内
に
入
つ
た
と
き
、
自
動
的
に
射
撃
を

開
始
す
る
。 

ド
プ
ラ
ー
・
レ
ー
ダ
ー
及
び
追
尾
用
レ
ー
ダ
ー
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
中
部
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
六
銃
身
の
ガ

ト
リ
ン
グ
銃
及
び
マ
ガ
ジ
ン
、
そ
し
て
基
底
部
に
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ
れ
た
電
子
機
器
が
そ
れ
ぞ
れ
収
納
さ

れ
て
い
る
。 

シ
ス
テ
ム
全
体
の
高
さ
は
一
五
フ
ィ
ー
ト
、
重
量
は
一
一
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
、
据
え
付
け
る
た
め
に
は

五
八
フ
ィ
ー
ト
四
方
の
甲
板
上
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
。 

四 

 



 

二 

劣
化
ウ
ラ
ン
弾(
Ｕ
―
二
三
八
弾)

は
核
兵
器
の
一
種
で
あ
る
と
思
う
が
、
日
本
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。 

1 

劣
化
ウ
ラ
ン
弾(
Ｕ
―
二
三
八
弾)

は
以
下
の
よ
う
な
弾
丸
に
問
違
い
な
い
か
、
回
答
さ
れ
よ
。 

b 

Ｕ
―
二
三
八
は
天
燃
ウ
ラ
ン
中
〇
・
七
％
あ
り
（
九
九
・
三
％
は
核
兵
器
の
原
料
と
な
る
Ｕ
―
二
三 

五
）
、
濃
縮
精
製
す
る
際
生
じ
る
副
産
物
（
濃
縮
精
製
で
Ｕ
―
二
三
五
は
約
三
％
、
Ｕ
―
二
三
八
は
約
九 

七
％
）
で
あ
り
、
ま
た
Ｕ
―
二
三
五
が
燃
焼
し
た
使
用
済
の
核
燃
料
で
も
あ
る
。 

a 

劣
化
ウ
ラ
ン(

Ｕ
―
二
三
八)

は
密
度
が
非
常
に
高
く
、
比
重
が
鋼
鉄
の
一
・
五
倍
、
鉛
よ
り
六
〇
％
重

く
、
同
比
重
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
よ
り
価
格
は

1
／

8
位
で
安
値
で
あ
り
、
弾
芯
材
料
と
し
て
は
最
適
の
金

属
で
あ
る
。 

れ
、
こ
の
弾
は
そ
の
密
度
と
高
速
と
自
燃
性
の
故
に
、
い
か
な
る
目
標
で
も
命
中
す
れ
ば
貫
徹
す
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
る
。 

従
つ
て
、
自
国
で
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
で
き
る
国
は
大
量
の
Ｕ
―
二
三
八
の
備
蓄
を
有
し
て
お
り
、
米
国
は 

五 

 



 

2 

こ
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
核
兵
器
の
概
念
に
包
括
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
米
上
・
下
院
に
お
け
る
論

争
は
結
着
が
つ
い
た
の
か
。 

d 

こ
の
Ｕ
―
二
三
八
と
他
の
金
属
と
の
合
金
を
徹
甲
弾
の
弾
芯
に
応
用
し
た
砲
弾
が
い
わ
ゆ
る
ウ
ラ
ン

（
Ｕ
―
二
三
八
）
弾
で
あ
る
。
勿
論
Ｕ
―
二
三
八
そ
の
も
の
も
数
ミ
リ
レ
ム
の
低
放
射
能
を
持
つ
。 

c 

Ｕ
―
二
三
八
は
増
殖
炉
で
プ
ル
ト
ニ
ュ
ー
ム
に
変
換
が
で
き
、
将
来
、
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。 

米
国
陸
海
空
軍
で
は
一
九
七
八
年
に
各
種｢
ウ
ラ
ン
弾｣

を
開
発
し
て
翌
年
か
ら｢

ウ
ラ
ン
弾｣

百
十
数
万
発

の
生
産
に
と
り
か
か
つ
た
と
い
う
報
道
が
す
で
に
あ
る
が
、
同
時
に
外
信
に
よ
れ
ば
、
同
年
に
米
上
・
下
院

及
び
米
政
府
の
食
品
医
薬
品
局
な
ど
の
専
門
家
は
、
狭
い
戦
車
や
軍
用
機
あ
る
い
は
艦
内
に
積
み
込
ま
れ
た 

現
在
一
〇
億
ト
ン
に
の
ぼ
る
Ｕ
―
二
三
八
の
備
蓄
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
処
理
に
困
つ
て
い
る
ほ
ど
で

あ
る
。 

六 

 



 

3 

前
述
五
十
六
年
五
月
七
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
「
非
核
三
原
則
の
核
、
こ
れ
は
放
射
能
を
利

用
す
る
核
兵
器
の
こ
と
で
し
よ
う
。
こ
れ
は
放
射
能
の
濃
淡
に
よ
つ
て
区
別
し
な
い
、
つ
ま
り
放
射
能
を
利 

用
す
る
核
兵
器
は
全
部
非
核
三
原
則
の
核
で
あ
る
と
私
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
ゆ
う
ご
ざ
い
ま 

す
か
。
」
と
の
私
の
質
問
に
対
し
、
当
時
の
中
曽
根
総
理
大
臣
臨
時
代
理
は
「
非
核
三
原
則
に
関
し
ま
す
る
限 

大
量
の
「
ウ
ラ
ン
弾
」
に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
、
乗
員
兵
士
は
毎
日
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
る
位
の
放
射
能
の
影

響
は
あ
る
筈
と
述
べ
て
い
る
し
、
下
院
の
委
員
会
で
は
ロ
ジ
ャ
ー
ス
下
院
議
員(

民
主)

が
「
低
水
準
放
射
線 

の
人
体
に
及
ぼ
す
危
険
」
を
警
告
し
、
上
院
本
会
議
で
は
ド
ー
ル
上
院
議
員(

共
和)

が
「
国
防
総
省
は
米
将
兵

を
新
た
な
放
射
線
の
危
険
に
さ
ら
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
非
難
の
応
酬
を
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
ウ
ラ
ン 

砲
弾
を
撃
ち
こ
ま
れ
た
場
合
、
高
熱
の
た
め
毎
時
二
百
数
ミ
リ
レ
ム
の
放
射
能
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い 

る
が
、
こ
の
米
議
会
に
お
け
る
論
争
は
結
着
が
つ
い
た
の
か
ど
う
か
。
つ
い
た
と
す
れ
ば
ど
う
つ
い
た
の 

 

か
、
調
査
の
上
回
答
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

三 

劣
化
ウ
ラ
ン
砲
弾
装
備
蓄
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
（
十
月
寄
港
予
定
の
米
最
新
鋭
空
母
カ
ー
ル
・
ビ
ン
ソ
ン

も
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
及
び
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
装
備
蓄
）
の
日
本
寄
港
は
、
以
上
の
諸
疑
問
が
解
明
さ
れ
な

い
限
り
非
核
三
原
則
に
抵
触
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
日
本
寄
港
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
寄
港
前
に
回
答
さ
れ
た
い
。 

り
は
楢
崎
委
員
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。 

従
つ
て
、
日
本
政
府
と
し
て
は
劣
化
ウ
ラ
ン
砲
弾
も
核
兵
器
の
概
念
に
包
括
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る  

が
、
改
め
て
確
認
し
た
い
の
で
統
一
見
解
を
回
答
さ
れ
た
い
。 

な
お
、
海
上
自
衛
隊
艦
船
も
「
く
ら
ま
」
は
じ
め
続
々
と
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
装
備
の
予
定
で
あ
る
が
、
砲
弾
に
つ
い

て
は
ウ
ラ
ン
弾
で
な
く
、
同
比
重
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
弾
を
高
価
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
使
用
検
討
研
究
中 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
非
核
三
原
則
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、 

併
せ
て
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

 

九 

右
質
問
す
る
。 


